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1. はじめに 
文章を読んだり書いたりするとき、人は必ずし

も最初から順にアクセスせず、かといってラン

ダムにアクセスするのでもない。この順序の傾

向は、読み手・書き手にとっての文章単位間の

意味的な関係によって、生まれると考えられる。

電子書籍、ワープロといった ICT アプリによる

読み書きでは、アプリを工夫することでこれら

の傾向を強調できる。本稿では、このように工

夫したアプリによる読み書き操作の測定結果と、

操作の時間的・手順的な共起によって傾向を表

現する分析手法とを、実例をあげて示し、テキ

ストに基づく自然言語処理と対比して考察する。	

2. 読み書きアプリ: ジグソー・テキスト 
ジグソー・テキストは、ランダムに並んだ文を、

プレイヤーが適切と考える順序に並べ替える、

文章のジグソー・パズルである。Web アプリケー

ションとして実装されている。	

	

		
図図		11 ジジググソソーー・・テテキキスストトのの課課題題		

	

図	1 は、パズル(課題)の例で、オレオレ詐欺

を説明した文章である。s1 等はパズルのピース

である文 ID である。これら文がランダムに並べ

替えられてプレイヤー(ユーザー)に提示される。

プレイヤーはドラッグ＆ドロップで並べ替えて、

適切と考える順序になったところで完成ボタン

を押す。	

アプリは、ユーザーの操作を記録している。開

始、ドラッグ、ドロップ、完成のイベントを時

刻と、そのときの全体の順序とともに記録する。

ドラッグとドロップについては、対象の文と、

その前後の文の ID も併せて記録する(図	2)。こ

のような記録を"測定"と呼んでいる。	

	
図図		22 並並べべ替替ええ操操作作のの測測定定		

3. 測定結果 

	
図図		33		完完成成順順序序のの分分布布		

	
図図		44		最最初初にに動動かかししたた文文		

ジグソー・テキストを大学のライティング演習

で使った、2 つの例	--	A 演習、B 演習	--	につ

いて、測定結果を示す。図	3 は完成時の順序の

パターンの分布、図	4 は最初に動かしたピース
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の分布である。	

	
図図		55		ドドララッッググ対対象象のの時時間間的的共共起起ママトトリリッッ

ククスス		

	

	
図図		66 時時間間的的共共起起ママトトリリッッククススののヒヒスストトググララ

ムム		

	

図	5 は、B 演習について、ドラッグ対象となっ

た文の時系列を、前後関係で整理したマトリッ

クスである。縦軸の文の次に横軸の文を動かし

た回数を、その演習全体について総計した表示

されており、例えば s1 の次に s2 を動かした回

数は 9 回であった。	

図	6 は、マトリックスのセルの値のヒストグ

ラムである。図	5 で、背景のオレンジ色は、回

数の度数分布について、平均+標準偏差よりも値

が大きいセルを示している。	

4. 考察 
図	5 は、課題「オレオレ詐欺」について、B 演

習のプレイヤーが読み取った構造を反映してい

ると考えられる。プレイヤーはランダムな文群

から、特定の文の間のある関係を読み取り(読

解)、それを反映した順序に並べ替え(作文)よう

とした。	

例えば s2「…2 つの種類がある」、s3「ひとつ

は…」、s4「ひとつは…」の 3 文には関係(構

造)があることを読み取ったのであろう。	

また s6 と s1 の関係では、s1「オレオレ詐欺が

減らない」ことと、s6「被害を防ぐ最良の方法」

とが対になってることを読み取ったのであろう。	

4.1. 文章の大域的構造 
文章は大域的な構造を持っている。例えば、s1

と s6 は文章中で離れているが、何らかの関係が

読み取られたと考えられる。従来の、空間的近

さに基づいた共起によるテキスト分析と異なり、

本方式は操作の近さによって、空間的に離れた

要素(ここでは文)の関係を抽出できた。	

「被害が減らない」と「被害を防ぐ最良の方法」

との意味的な関係を抽出するには、従来の手法

であれば既存の大量のコーパスが必要であった。	

提案方式は、今まさに読まれ/書かれつつある

文章の意味的な関係を抽出している。この関係

は、未知/無名の関係であってよい。	

4.2. 多義性 
図	3 と図	4 は、そのような構造が一意でない

ことを示している。完成形が 1 つでないことは

もちろん、最初に着手する文が A 演習と B 演習

で異なることは、プレイヤーが読み取った、あ

るいは着目した構造が複数あることを示してい

ると考えられる。	

従来のテキストに基づく自然言語処理では、辞

書や文脈を特定することでテキストは一意に理

解されることを前提にしている。提案方式は、

人によって読みが異なる多義性に対応している。	

5. まとめ 
文章のジグソー・パズルを測定し、時間的な共

起によって傾向を分析した結果、測定データが、

プレイヤーが読み取った文章の構造を反映して

いる可能性を示した。	

筆者らは現在、これを教育分野に応用している

が[1][2]]、今後は他の分野でも、これに基づく自

然言語処理の可能性を探る。	
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